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当社グループは「チャレンジ」「現場力」「自活力」
「グローバルベスト」「創造的ものづくり集団」
を基本方針とした価値観の浸透と人財育成を推
進し、多様な視点を持ち、物事を多角的に考えら
れる人財を育成することで、グローバル企業に
ふさわしい組織力の向上を目指しています。
入社年度や役職の異なる5名の社員が集まり、

「朝日インテックで働くこと」について、具体的
なエピソードを交えながら本音を熱く語り合
いました。組織力を高めていく過渡期であり、
人的資本の重要性が高まる中、社員から見た
リアルな朝日インテックをお伝えします。

入社したきっかけ

大谷　本日は、今活躍している若手社員の皆さんに集まって

いただき、朝日インテックで働くことについてさまざまな話やご

意見などをうかがいたいと思います。まずは自己紹介と、当社

に入社したきっかけを教えてください。

市川 　新卒で入社して11 年目です。ブランドビジネスユニッ

ト 製品開発グループ CVセクション ガイドワイヤー開発チー

ムで、現在プラズマプロジェクトのシニアプロジェクトリーダー

をしています。大学時代に医療機器開発関連の研究をして

いたことから、医療機器の開発に興味を持ちました。同じ研

究室の先輩が朝日インテックに就職して、たまに研究室に遊

びに来る時にいろいろと教わるうちに、より関心が高まったこと

が入社のきっかけになりました。

今井 　中途入社で、今年 4 年目です。新規事業として立ち

上げた歩行専用トレーニングのサービス提供を行う株式会
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社 walkeyという子会社に出向して、バックオフィス業務全般

や店舗運営を担っています。私は今日の若手メンバーで唯一

の中途入社ですが、新卒から化学メーカー、コンサル会社を

経て、朝日インテックは 3 社目になります。朝日インテックに

興味を持った理由は、自分が成長できる環境はどこかという

観点で見た時に、技術優位でニッチな製品を手掛けていて

利益水準が高いメーカーが魅力的だと感じたこと、それから

事業規模やステージがまだ成長段階にあって、ルーティン業

務に加えていろいろな経験ができそうだなと思ったことです。

西尾 　新卒で入社して今年で 6 年目です。副チームリーダー

として、末梢血管治療におけるガイドワイヤー全般の開発を

行っています。もともと医療に興味があったという点は、市川

さんと近い部分があります。工学部でものづくりを学んできて、

ものづくり屋さんとして医療に携わりたいと考え、医療デバイス

の会社である朝日インテックに興味を持ちました。また、朝日

インテックに就職した大学の研究室の先輩からいろいろ話を

聞いたこともあり、入社を希望しました。

阿部 　新卒で入社して 3 年目になります。経営戦略室で

経営管理の仕事をメインとして、この統合報告書の作成や

ESG 関係など幅広く仕事をしています。私は管理系の事務

職志望だったため、特定の業種に絞った就活はしませんでし

た。大学時代に会計の勉強をしていたので、どちらかというと

経理や数字の面で役に立てそうだと考え、専門性を高められ

る分野で就活を進めていました。朝日インテックを受けたきっ

かけは、父が医療関係の会社に勤めていたこともあり、業界

を調べていて見つけたことでした。別の他社も受けていくつか

内定もいただきましたが、朝日インテックに内定をいただいた

時に、経営戦略室で会社全体を見ながら仕事をすることはと

ても貴重な経験になるという熱い説得を受けて、若い時分か

らそうした仕事を任せてもらえるのは貴重な機会と思い、入

社を決めました。

大谷　私は中途入社で 21 年目です。元は資金管理部門に

所属していましたが、その後、海外工場や買収した子会社のト

ヨフレックス社に出向し、現在は人財開発グループで部門長

をしています。

入社前のイメージとのギャップ

大谷　市川さんと西尾さんはエンジニアで、大学の先輩がい

て医療のものづくりに興味があるという共通点があるんです

ね。お二人は入社してから、学生の時に思っていたこととの

ギャップはありましたか。

市川　明確にイメージできていなかったので衝撃を受けたこ

とはありませんでした。若いうちから任せてもらえていろいろな

仕事に従事できて、その結果、経営上層部への直接報告の

場もあると聞いてはいましたが、それが予想した以上だったの

で驚きました。

西尾　製品開発の仕事だけだと思っていましたが、病院研

修などがあって実際にドクターの方とお会いする機会が結構

あることがとても印象的で、良いほうのギャップを感じました。

実際に病院で手技を見る機会が多くあり、ものを作るだけで

なく製品が使われる様子も見ることができます。最終的な使

用場面を想像できると、ものづくりに対するやりがいを強く感じ

られると思いました。

若手がチャレンジできる企業風土

大谷　若いうちから任せてもらえる、やりがいがあるといった

声がありましたが、朝日インテックを一言で表すと、「任せても

らえる」という面があると思います。阿部さん、今井さんはそう

いう風土をどのように感じていますか。

阿部　入社前の説明を受けて、急激に成長している会社に

してはそれほど大人数の部署ではないと分かっていました。そ

のため業務量は多いだろうと想像していましたが、想像してい

た以上にやることが多かったというのが正直な第一印象です。

若い時からなんでもできるというのは、大変なこともある反面、
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仕事をしながら成長できる機会も多く、とてもいい経験になっ

ていると思います。他の会社であれば若手が担当する仕事で

はない業務もあるのかもしれませんが、そうした甘えが通じな

い点は、良くも悪くもあると思います。私自身としては、自分自

身が成長できていると実感できてよかったと思っています。

今井　阿部さんは入社 1 年目からすごく頑張っているという

話を多方面から聞いていました。1 年目から経営戦略室に入

社される方は、なかなかいませんね。

阿部　ちょうど私が入った年に初めての統合報告書を作るこ

とになり、その制作に携わることができました。会社としても初

めての取り組みだったこともあり、新入社員ながら自分でも考

えながら進めることができたため、環境としては恵まれていた

と思います。

今井　ゼロから新たに作る時には、自分でも必要なアクショ

ンやその要素を考える必要があると思います。私は現在、新

規で立ち上げた子会社に出向していますが、特にマニュアルも

なく、何をしたらいいかというところから考えていく必要がありま

した。入社して1 年程のタイミングで出向しましたが、社歴が

浅くても新しい環境にチャレンジさせてくれるのが朝日インテッ

クの特長なのだと思います。立ち上げから2 年弱が経ち、日々

自分で考え、周りにも相談し、目的にたどり着くためにどういう

ステップを踏むべきかを考えていく作業は難しいけれど、やり

がいのある仕事だなと思っています。阿部さんの話を聞いて通

じるものがあると思いました。

西尾　開発部門でも、たくさん任せてもらえる実感があり

ます。実際、入社 1 年目の冬から新規製品を任され、臨床

に対する知識もまだあまりない状態だったため、手探り状態

でつらい時期もありました。昨年ようやく、1 年目から担当し

ていた製品の開発が終わり、振り返ってみると結構成長した

と実感しています。朝日インテックは成長企業ということもあ

り、新しい案件をどんどん手がけているため、若手の時から

一つの製品開発を任される機会は比較的多い会社だと思

います。若手の成長に必ずつながると感じています。

市川　確かに開発に関してはすごく任せてもらえます。若手

社員が多いですよね。私の入社時も、年齢の近い先輩が多く

いました。仕事を任せられても、サポートが手厚いため、困っ

た時にも相談しやすい環境だと思います。年齢の近い先輩

方が支えてくれて話しやすいことが、メンタル的に支えとなりま

した。今は違う部署にいる先輩方ともうまく連携が取れている

のは、とてもいい財産だと感じています。阿部さんのいる経営

戦略室は開発に比べると部署の人数も少なく、若手中の若

手なんですね。

阿部　管理系の部門は少人数で、最近は若手も入社してい

ますが、確かに開発系の部門に比べると年齢が高めだという

印象はありますね。

市川　開発業務の場合、新しい製品だったとしても、開発プ

ロセスが構築されているため、先輩に相談しやすく、仕事を

進めやすい環境です。阿部さんのお話を聞いて、会社としても

初めての統合報告書の制作を1年目で任されるとはすごいな

と思いました。

阿部　1 年目は統合報告書の責任者である上司にリードし

てもらい、どちらかというと細かい部分の確認や原稿チェック

から始めていきました。今は企画の土台部分から入り、特に

ESG に関連する部分を中心に、いろいろと提案もしています。

成長しながらできることが増えて、結果としていろいろ任せても

らえていると感じています。

大谷　大変だけど、その分成長できた実感を持てるという阿

部さんや西尾さんの話に共感しました。市川さんが言ったよう

に、サポート体制がある環境は、会社としても若手の皆さん

が活躍する上で良いと思います。人事としても、挑戦できる環

境を会社や周囲がサポートできるようにしたいと思っています。 

苦労した経験から得た学び

大谷　皆さんが未知の分野・領域に挑戦していく上で、大変

な部分や壁を感じる部分があると思います。そういう時にどう
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乗り越えてきたのか、今も乗り越えようとしているのか教えても

らえますか。

今井　私の仕事ではパーソナルトレーニングの店舗形態があ

り、今までの会社員人生では出会ってこなかったような、仕事

上の共通言語やバックグラウンドがまったく異なる人たちと仕

事をする難しさを感じています。例えば、組織として目指す方

向がある中で、個人事業主の方やトレーナーなど、これまで自

身の誇りとプライドを持って専門分野を磨いてきた方 と々方向

性を同じくして、うまくやらなくてはならないところなどに苦労し

ています。一方にとって当たり前の話が、また一方にとっては全

然当たり前じゃなかったりするんですよね。この人にどう言った

ら組織としてうまくいくのかなど、人に対して話す時に、より広

い角度で深く想像するようになったと思います。結局のところ、

仕事は人ありきだと思います。コミュニケーションに苦労しても、

彼らが個だけでなく全体を見るようになったというように、成

長を感じる時はとてもうれしく思います。自分が役立てた部分

があると思うと、人と相対するところで苦労も感じつつも、学び

が非常に多い環境にいると思っています。

西尾　製品開発に必要とされる性能はある程度決まって

いて、その性能を活かす設計をするのが業務の主な流れ

になります。医療機器ということもあって、性能に加えて安

全性も大きな課題になります。性能を突き詰めれば安全

性が確保できないということがあってはいけない。性能面と

安全面においていい塩梅になるように設計することに、とて

も苦労しました。壁を乗り越えることに関しては、自分が作っ

た製品が販売され、実際に使われて人を助けていることを

想像することが、個人的には最もやる気につながったと思っ

ています。責任は感じますが、それ以上に命を助けるデバイ

スを作ったことで人助けできたことを考えると、つらいことが

あってもまた頑張ろうという気になります。

市川　私も開発部門に所属しているので、西尾さんの言葉に

共感します。以前は、特にガイドワイヤーに関しては個人でで

きることが多く、大変な時は自分で頑張ればなんとかなりまし

たが、プロジェクトや開発の規模が広がれば、個人の力では

できないことが多くなると最近感じています。今は周りに恵ま

れて、プロジェクトメンバーや上長に支えてもらって、結果的に

乗り越えられていると感じています。自分も支えることができる

ように、周りにもそういう環境をうまく作っていかなければいけ

ないと思っているところですね。

阿部　私の所属する部署は特定のセグメントの管理をするわ

けではなく、全社を俯瞰して見る役割があるので、セグメント

や機能にとらわれ過ぎず、全体で最適になるように業務を回

して仕事を進めることを意識しています。また、事業部などの

現場の方 と々も直接関わることが多いのですが、現場の方々

が何をしていてどう動いているのかという前提や情報を知らな

いまま仕事を進めても、ギャップは埋まりません。相手の言い

たいことを理解して、こちらの言いたいことも分かってもらえる

風土醸成、信頼関係の構築から始めたいと思っています。そ

してお互いに補い合えるような仕事をしていきたいと思います。

組織としての課題

大谷　皆さんのお話のキーワードとして、「医療への貢献」と

「仕事は周りの人との関わり」がありました。「周りの人との関

わり」についてうかがいます。先ほど相談しやすいという意見

がありましたが、周囲の人と連携を図る上でのやりやすさ、あ

るいは課題を感じる部分があれば、率直に話してください。

阿部　私は1 社目なので他の会社のことはよくわかりません

が、全体的に優しい人が多い会社という印象です。自分で言

うのもなんですが、入社年数が浅いにもかかわらず、重要な

仕事を任せてもらっているという自覚があります。その上で主

体的に動いても、仕事として意味があれば許容され、さまざ

まな方が嫌な顔をせず力を貸してくださっていると感じていま

す。普通の会社だったら、若手が主体的に動くこと自体が許

されないかもしれません。そういう意味では、実力主義の風
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土があると思っています。

市川　開発部門も、やりやすさを感じています。若い方が多

いのですが、どのような年齢層でも拒まれることなく、皆さん

積極的に話を聞いてくれます。経営層への報告も自分たちが

直接行います。経営陣と距離が近いことで緊張感がある半

面、責任感もより芽生えます。課題としては、自分たちと仕事

で関わりの少ない部署とはコミュニケーションできる場所がな

いため、仕事の壁や製品に懸ける思いの距離感をたまに感じ

ることでしょうか。

西尾　私は仕事上いろいろな部署とやり取りしますが、拒否

されることはなく、担当者同士で直接やり取りすることができ

てやりやすい風土があると思います。課題といえば、関係部

署の一部が忙しすぎて連絡が途絶えることがよくあります。距

離感、温度感の差を感じることはあります。

大谷　お話の中で、「経営層との距離の近さ」が印象に残り

ました。皆さんは若手といっても報告の経験があると思いま

すが、当社の「現場主義」や「ものづくりへのこだわり」に関

して、経営層との距離の近さが一つの特長として挙げられる

と思います。皆さんから見て、どのように映っているのか教え

てください。

市川　個人的には頑張っていることを自分の成果として報告

できるため、苦に感じることはありません。上層部ばかりが報

告をしていると、一人ひとりが何をしているか見えづらくなるの

ではないかと思います。当社はそういうことがなく、頑張ってい

る人をきちんと評価してもらえる風土があり、ありがたいと感じ

ます。

西尾　私も市川さんと同じく、直接上層部に報告する機会

が結構あります。それによって自分を認識してもらえ、案件

を自分で担当している実感が得られます。上層部の方と話

すと、開発について経営層が深く理解していると感じられま

す。的確かつ鋭い質問がくると、ある程度具体的な内容も

理解した上で、自分の話をちゃんと聞いてもらえている実感

があります。

大谷　社が掲げている現場主義を経営層も実践しているこ

とが、若手社員にも感じられるということですね。

阿部　お二人がおっしゃった通り、距離が近いからこそ経

営層の方に理解してもらえて、チームとしての成果に加えて

個人としての成果も適切に評価してもらえていると感じてい

ます。経営層がどういうことを考えているか、どういうことが気

になるかといった考え方に触れる機会が多く、自分の成長に

つながっていると感じています。一方で、組織はピラミッドみ

たいな構造ですから、やりとりが直接的で近すぎると組織構

造が崩れてしまうという危うさはあると思います。経営層が

個人それぞれを見ながら組織全体の成果もきちんと求める

ことが、うまく運営していくためには大切なのではないかと思

います。

今井　私は出向中の子会社からの報告という形で、親会社

の社長とダイレクトにコミュニケーションしています。何が起き

ているかわからないブラックボックスがないため安心できること

に加えて、両者の認識がずれていないことも確認できるため、

報告者としてやりやすいと感じています。

大谷　ありがとうございます。組織の距離感や方向性は、こ

れから当社がさらに成長していくための課題の一つだと思いま

す。今の良さを失わないために、会社として考えることはさまざ

まあります。次に、もう一つのキーワード「医療への貢献」に

ついて、特に開発に携わるお二人を中心にお聞かせください。

開発の仕事をする上で、「医療への貢献」はかなり大きな原

動力になるのでしょうか。

西尾　個人的にはそれが一番大きいですね。間接的とはい

え、治療に携わっている実感は強いです。ドクターに使ってい

ただき、患者さんの治療につながることが医療貢献だと感じ
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ています。また、ドクターの方に「いいワイヤーだね」と直接褒

めていただけることも、大きな原動力になります。

市川　西尾さんの意見とまったく同じです。学会への参加や

病院研修の時に、自社の製品が使われて患者さんの治療が

成功するとうれしく感じます。自分が開発している製品であれ

ば、より一層思いが強いですね。うまくいかない場合や何とか

改良できそうな時は、より良いものを作らなければという使命

感を感じます。

大谷　直接製品開発に携わらない方 は々いかがでしょう。医

療に貢献する医療機器メーカーで働くことは、やりがいにつな

がっていますか。

今井　ものづくりの現場に自分が直接関わらなくても、人の

命を救うことの一助になるものを作る会社で働くことが人のた

め、世のためになっていると思えば、事務系の職種であっても

誇りを持てます。直接携わる開発の方 を々羨ましく感じること

もありますが、そういった方 を々サポートする我 も々、同じ思い

を持てたらいいと思います。

ワーク・ライフ・バランス、働きやすさ

大谷　皆さん、やりがいを持って働くことができるということ

ですね。では、ワーク・ライフ・バランスや働きやすさという

観点では、足りない部分はまだありますか。

西尾　フレックスタイム勤務で、定時は決まっていても自由に

早く帰ることができるため、ワーク・ライフ・バランスは取りやす

いと感じています。夏期休暇もフレキシブルに自由に取れるの

で、好きな時期に長期連休を取ることもできます。

市川　私もフレックス制度を活用しています。プライベートに

合わせて働く時間を調整できて、とても働きやすいと思います。

朝のラッシュを避けて通勤することもできます。また育休や産

休を取っている同期も多く、取得後も復帰して通常通り働い

ているため、安心感があります。

阿部　お二人がおっしゃった通り、働きやすい環境だと思って

います。社食のお昼ご飯もおいしく、社内にジムもあり、フレック

ス勤務も可能で、健康に働ける環境が整っていると思います。

教育研修体制について

大谷　現在の当社は、教育研修の体制については他の大

手企業と比べると整っていないところがあると思います。一

方で、若手の時からさまざまなことに挑戦できるため、研修

とは違い、いわゆる OJT を通じた経験の場があると思い

ます。会社の教育研修に対するご意見、ご要望がありまし

たら、ぜひ聞かせてください。

阿部　会社としてのオフィシャルな研修は、確かに他の大手

企業と比べると少ないと思います。ですが、社内研修が可能

な場として会社が Eラーニングを設置してくれ、必要なものを

自分たちでそろえて展開していこうという動きがあります。開発

側ではいろいろなプログラムがあるんですよね。

西尾　技術系のプログラムがさまざまあります。

阿部　それぞれの部署が知識や教養として必要だと思うコン

テンツを Eラーニング形式で自ら内製化し、社内に自主的に

展開していくことは、現場主義に通じると思っています。私も、

特に販売系の管理職層に対して、管理会計の底上げをする

方針の指示を受けて、管理会計の基礎に関する Eラーニン

グのコンテンツの作成を行い、全社展開しました。

今井　入社 1 ～ 2 年目の研修、管理職 1 年目研修などは

大手企業では多いと思いますが、当社はまだそこまで充実し

ていないように思います。ただ、従業員にしっかり投資してくれ

ている印象はあります。先日受けた研修も、中身が濃いという

感想を持ちました。大手企業で一律で行う研修は、時間と

機会は多くても内容がそこまでリッチじゃないものもあると思

いますが、当社の研修は中身のある投資をしている印象があ

ります。

西尾　新入社員全員が海外の工場での研修があることに、

5 - 3  人事担当執行役員・若手社員座談会

89朝日インテックグループ統合報告書 2024

価値創造ストーリー 財務戦略 業績・会社情報長期経営ビジョンと
中期経営計画

サステナビリティ
 非財務資本の強化

サステナビリティ
環境と社会

サステナビリティ
ガバナンスYour dreams. Woven together. 会長・社長対談



十分な投資が行われていると感じます。私は先月、タイ工場

に 3 日間の研修に行きました。広い工場もさまざまな設備な

どもすべて見ることができるようにしっかりとしたスケジュール

が組まれていて、とても充実していたと思います。開発だけで

はなく管理系や営業系などの方 も々含めて、朝日インテックで

働く新入社員全員が海外工場に研修に行き、メーカーにとっ

て重要な生産現場をきちんと知る機会があることは有益だと

思います。

大谷　現場主義を掲げていながら、そういう風土や制度が

なければ口だけになってしまいます。工場見学は新型コロナウ

イルスの影響で 3 年間実施できなかったのですが、ようやく

再開できました。これまで行けなかった新入社員も含めて、今、

段階的に出張研修をしています。通常のスケジュールに追い

つくためにはあと2 年くらいかかりますが、必要な研修として

対応していきます。

阿部　管理部門の社員は普段の業務で製品に触れる機会

があまりないため、「ガイドワイヤーとは何か？」「コアテクノロジー

とは何か？」というようなレベル感の方も少なくありません。私

自身もそうでしたが、実際に現地の工場に行って製品そのも

のや製造過程を見て、ようやく分かったという社員も多いと思

います。海外工場研修は、管理部門の社員にとっても、自社

理解が深まり、やりがいにもつながるありがたい機会だと思い

ます。

市川　研修がそれほど多くないとしても、やはり「早めに現

場に入っていくこと」のメリットはとても大きいと感じます。より

早く最前線に立って学べることが一番だと思います。私は新

型コロナウイルスの影響で中止になる以前に海外研修に行

きました。入社直後ではなく、それぞれの必要なタイミング

に分けて研修期間が設けられていたのが、大変ありがたい

と感じました。製品に関していえば、病院研修もありました。

受動的な研修以外に能動的に受けられる研修プログラム

も比較的あるので、困ることはほとんどないと感じます。

大谷　教育研修には 2 種類あると思っています。一つは基

本をきちんと理解してもらう研修で、皆さんのベースづくりと

なる部分、もう一つは成長機会を提供して能動的に自発的

に研修機会を受けられる研修で、いずれも必要だと思って

います。先ほどの話題にあったように、他の大手企業に比べ

れば、研修制度はまだ整っているとは言えませんが、その中

でも必要なものを見極めながら整備していきたいと思ってい

ます。人事制度も教育研修も、いわゆる教科書に載ってい

るようなものをそのままやるのであれば、会社に人事部門は

いらない。当社に必要なことを行うために、人事部門が社内

にあると思っています。人事としては、皆様方の意見を聞い

た上で会社にとって目指すべき方向性をきちんと見定め、本

当に必要な研修を実現していくことが必要だと考えています。

今後もこのような機会に限らず、皆さんには、ぜひ率直な意

見を言っていただきたいと思っています。

今後に向けた課題

大谷　最後になりますが、会社の課題や会社に求めること、

あるいは皆さん自身がこういう風に活躍して、こういう会社に

していきたい、というような思いを教えていただければと思い

ます。

阿部　管理部門に限っていえば、仕組み化はいろいろな面

でまだ不十分と感じています。会社は急成長しているものの、

慢性的な人手不足もあり、組織や人が追い付いていないから

かもしれません。これまでは各部署のスペシャリストを中心に

なんとかギリギリで回してきたという状況も少なくなかったよう

に感じます。ただ、現在の規模になると対応しきれない部分

が多く出てきて、組織課題にもなってきていると思います。自

分自身もその改善に貢献していきたいと思っています。

西尾　開発には薬事や品証などの部門との連携が必要

なことが多くありますが、その際に、役割の違いから生じ

る距離感を感じることがあります。私が入社する前はプロ

ジェクト制があって、さまざまな部署から数人が参加して

一つの製品を担当する仕組みでした。それが現在は、開

発は開発、工程、薬事、知財という感じで縦割りが整い

つつあるので、意思疎通に少し時間がかかるように感じ

ています。関連する部署と、より密に連携が取れる制度

や仕組みがあり、仕事の進め方を変えていけたら、よりス

ムーズに開発業務ができるようになると思っています。

市川　私も同じように感じることがあります。新しいことをや

る、新しいものを作っていくということは、やはり開発だけで

はできないこともあり、会社全体で対応する体制や、その

ために みんなで一緒にできる体制・仕組みがあるといい

と思います。また、より良いものを作りたいという思いから

技術が先行してしまうこともあるので、全員がどういうもの
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を作るべきという共通認識を持ち、技術だけ、シーズだけ

ではなく、さまざまなニーズを全員がしっかり把握した上で、

戦略的にできるようにしていきたいと感じています。

今井　今までのお話に通じるところがありますが、一つは、組

織で成り立つというよりキーパーソンで成り立っているという感

じがありますので、今後を考えれば、組織の育成と個人の成

長は必要不可欠だと思っています。二つ目は、開発や生産技

術、品質管理などさまざまな部署の担当者と仕事をする機

会があるのですが、全体最適ではなくて部署の言い分が強

調されてしまい、結局どこを目指すのか最終的なゴールがぼ

やけてしまうことがあります。規模が大きくなったゆえの課題感

や難しさだと思いますが、きちんとマネージメントしていく人が

より必要になってくるのかなと思います。

大谷　朝日インテック単体でも1,000 人を超える規模にな

り、売上高 1,000 億円を超えて成長していく中で、組織の

仕組みや組織力が少し出遅れていることは、一つの課題で

あると皆さんの話を聞いて感じました。今はそれを変える過

渡期にあると捉え、人事として改善できるところに対応してい

きたいと思っています。本日は皆さんのお話に「医療への貢

献」というキーワードがありましたが、当社の企業理念やパー

パスにもあるように、医療および産業機器も含めて、求めら

れるニーズに対して当社独自の技術力で挑戦し、社会に貢

献することをベースとして事業を進めています。製品開発や

生産の人だけでなく、会社全体として、間接部門も含めて一

体となって進めるからこそ、世界中のお取引先様やドクターの

ニーズを製品として具現化して貢献できます。そして、それが

技術へのこだわりにもつながっていることを、今回の座談会

で改めて実感しました。朝日インテックがさらに成長していく

中で、中心を担ってもらうべき方 だ々と思いますので、今後も

ますます活躍してもらうことを期待しています。
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